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1. 緒言 

 近年，スポーツ・スポンサーシップの成長が

著しい．学術成果が蓄積される一方で(辻, 

2011)，教育機関である大学を対象にした研究

は少ない．特に，教職員や学生をはじめとした

ステークホルダーを対象にした研究はほとん

ど実施されていない．そこで本研究は，大学内

部のステークホルダーがスポーツ・スポンサー

シップに求めるメリットを明らかにすること

を目的とする． 

2. 研究方法 

関西圏に所在する J リーグクラブとパート

ナーシップ契約を結ぶ大学の教職員と学生に

対して，スポンサーメリットを尋ねる半構造化

インタビューを実施した．対象者は，教職員 8

名(パートナーシップ活動に直接的に関与して

いる 5名，間接的に関与している 3名)と Jリ

ーグクラブと関与が強い学生 4 名の計 12 名と

した．インタビュー後に内容のテープ起こし，

キーワード抽出，複数回のグルーピング作業を

行い，ステークホルダーが求めるスポンサーメ

リットを検証した． 

3. 結果と考察 

図1は3種類のステークホルダー(直接関与，

間接関与，学生)間のメリットを結合したもの

である．インタビューから 13種類のスポンサ

ーメリットが明らかになった．次に，指導教員

を含めた 3名によるトライアンギュレーショ

ンを実施し，それらの類型を 4グループへと収

束した(図 1) ．また，本研究で明らかになっ

たスポンサーメリットを調査対象者 3名に提

示し確認した結果，全てのメリットが支持され

たため，分析結果の解釈的妥当性が得られた． 

 

図 1 スポンサー大学の協賛メリット 

4. 結論 

 本研究の結果から，大学内部のステークホル

ダーは学生教育，クラブとのつながりの強化，

宣伝効果，パートナー同士の相互発展の 4つを，

スポンサーシップの主要メリットとして求め

ていることが明らかになった．本研究が，教育

機関におけるスポーツ・スポンサーシップに着

目した研究の一助となることを願う． 
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